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添付－1
添

付
－

１
　
機

材
検

討
表

要
請

番
号

機
材

名
（
要

請
）

分
類

目
的

必
要

性
技
術

運
営

体
制

維
持

体
制

経
費

総
合

判
定

備
考

機
材
名

手
術

部
手

術
部

1
吸

引
器

、
胃

用
更

新
×

○
○

○
○

○
×

要
請

番
号

1
9
で
対

応
は

可
能

な
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

2
吸

引
器

、
喉

頭
用

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請

番
号

1
9
で
対

応
は

可
能

な
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

3
吸

引
器

、
胸

部
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
要
請

内
容

は
低

圧
持

続
型

で
あ
る
の

で
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-

1
低

圧
持

続
吸

引
器

4
輸

液
ポ
ン
プ

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。
消

耗
品
と
な
る
輸

液
セ
ッ
ト
の

調
達

が
現

地
で

可
能

な
も
の
を
選
定
す
る
。

A
-

2
輸
液
ポ
ン
プ

5
除

細
動

装
置

E
C
G
モ
ニ
タ
ー
、
カ
ー
ト
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
カ
ー
ト
、
モ
ニ
タ
ー
付
と
し
、
数

量
は

共
有
化

を
図

る
。
名

称
を
変

更
す

る
。

A
-

3
除

細
動

装
置

6
移

動
式

X
線

撮
影

装
置

更
新

○
○

○
○

○
○

○
救
急

手
術

等
に
対

応
し
て
配

置
す
る
。

A
-

4
移

動
式

X
線
撮

影
装

置

7
聴

診
器

、
大

人
用

更
新

○
×

○
○

○
○

×
病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か

ら
削

除
す

る
。

8
加

湿
酸

素
流

量
計

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請

番
号

1
7
と
合

わ
せ

計
画

す
る
。

9
手

術
無

影
灯

更
新

○
○

○
○

○
○

○
1ア

ー
ム
式

と
し
、
必

要
な
照

度
を
確

保
す
る
。

A
-

5
手

術
無

影
灯

1
0
喉

頭
鏡

、
大

人
用

更
新

△
○

○
○

○
○

○
基
本

的
な
医

療
機

材
。
使

用
頻

度
の

高
い
カ
ー
ブ
と
す
る
。
使

用
頻

度
の
少

な
い
ス
ト
レ
ー
ト
仕

様
は

別
ア
イ
テ
ム
と
し
て
計

画
す
る
。

A
-

6
喉

頭
鏡

、
曲

、
大

人
用

1
1
麻

酔
機

更
新

○
○

○
○

○
○

○
現
状

で
活

用
し
て
い
る
仕

様
を
基

本
と
し
、
呼

吸
器

を
装

着
す
る
。
気

化
器
は
イ
ソ
フ
レ
ン
、
セ
ボ
フ
レ
ン
を
計
画
す
る
。

A
-

7
麻

酔
機

1
2
手

術
台

更
新

△
○

○
○

○
○

○
救
急

対
応

も
含

め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

式
の

標
準

仕
様

と
す
る
。
X
線

撮
影

を
行
う
手

術
内

容
は

限
ら
れ

る
こ
と
か

ら
２
種

類
の

構
成
品

で
計

画
す
る
。

A
-

8
手

術
台

-
手

術
台

、
X
線

カ
セ
ッ
テ
フ
ォ
ル

ダ
ー
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
要
請

番
号

1
2
を
分

離
し
て
X
線

カ
セ
ッ
テ
フ
ォ
ル

ダ
ー
付

を
計

画
す
る
。

A
-

9
手

術
台

、
X
線

カ
セ
ッ
テ
フ
ォ
ル

ダ
ー
付

1
3
患
者
監
視
装
置
、
カ
プ
ノ
グ
ラ
フ

更
新

○
×

○
○

○
○

×
2次

医
療

に
お
い
て
カ
プ
ノ
グ
ラ
フ
機

能
を
活

用
す
る
長

時
間

手
術

は
想

定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
削

除
す
る
。

1
4
患

者
監

視
装

置
、
S
p
O
2
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
S
p
O
2
機

能
も
含

め
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
電

極
等

の
消

耗
品
調

達
が
現

地
で
可

能
な
機

材
を
選

定
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
1
0
患

者
監

視
装

置

1
5
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段

式
更

新
○

○
○

○
○

○
○

35
×

4
3
c
m
の

フ
ィ
ル

ム
に
対

応
す
る
サ

イ
ズ
と
し
て
計

画
す
る
。

A
-
1
1
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段

式

1
6
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
３
段

式
更

新
×

×
○

○
○

○
×

3段
式

の
必

要
性

が
少

な
い
こ
と
か

ら
、
2
段

式
で
対
応

す
る
。

1
7
酸

素
流

量
計

レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー

ル
ド
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
酸
素

コ
ラ
ム
に
対

応
し
た
加

湿
流

量
計

と
す
る
。
回

復
室

で
活

用
。
名
称

を
変
更
す
る
。

A
-
1
2
加

湿
酸

素
流

量
計

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

1
8
吸

引
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
吸

引
コ
ラ
ム
に
対

応
し
た
吸

引
機

と
す
る
。
手

術
室

で
活

用
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
1
3
吸

引
器

、
手

術
室

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

1
9
空

気
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

更
新

×
×

○
○

○
○

×
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
は

機
材

側
に
付

属
さ
れ

て
い
る
こ
と
が

一
般

的
な
の

で
削
除

す
る
。

2
0
蘇

生
器

、
手

動
式

、
大

人
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
滅
菌

対
応

が
可

能
な
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
1
4
ア
ン
ビ
ュ
バ

ッ
ク

2
1
X
線

自
動
現

像
器

更
新

○
○

○
○

○
○

○
35
×

4
3
c
m
の

フ
ィ
ル

ム
に
対

応
し
、
卓

上
式

と
し
て
計
画

す
る
。

A
-
1
5
X
線

自
動

現
像

器

計
画

番
号
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添

付
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１
　
機

材
検

討
表

要
請

番
号

機
材

名
（
要

請
）

分
類

目
的

必
要

性
技
術

運
営

体
制

維
持

体
制

経
費

総
合

判
定

備
考

機
材
名

2
2
ギ
プ
ス
カ
ッ
タ
ー

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

A
-
1
6
ギ
プ
ス
カ
ッ
タ
ー

2
3
血

圧
計

ア
ネ
ロ
イ
ド
式

、
大
人

用
更

新
○

○
○

○
○

○
○

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等

の
患

者
搬

送
時

に
活
用

す
る
。

A
-
1
7
血

圧
計

ア
ネ
ロ
イ
ド
式

、
大
人

用

2
4
血

圧
計

壁
掛

け
式

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請

番
号

2
3
、
2
5
で
対

応
可

能
な
こ
と
か

ら
削

除
す
る
。

2
5
血

圧
計

キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
更

新
○

○
○

○
○

○
○

回
復

室
で
の

活
用

と
す
る
。

A
-
1
8
血

圧
計

キ
ャ
ス
タ
ー
付

き

2
6
電

気
メ
ス

更
新

○
○

○
○

○
○

○
切
開

、
凝

固
対

応
の

標
準
的

な
仕

様
と
す
る
。
メ
ス
先

、
対

極
板

等
が

現
地

で
購

入
で
き
る
機

材
を
選

定
す
る
。

A
-
1
9
電

気
メ
ス

2
7
機

材
保

管
戸

棚
、
鍵
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
衛
生

面
か

ら
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
2
0
機

材
保

管
戸

棚

2
8
汚

染
衣

入
れ

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

A
-
2
1
汚

染
衣

入
れ

2
9
キ
ッ
ク
バ

ケ
ツ
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
2
2
キ
ッ
ク
バ

ケ
ツ

3
0
椅

子
、
高

さ
調

整
回

転
式

更
新

○
○

○
○

○
○

○
麻
酔

医
用

と
し
て
計

画
す
る
。
名

称
を
変
更

す
る
。

A
-
2
3
椅

子
、
麻

酔
医

3
1
蓋

・
ペ
ダ
ル

付
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

大
型

ゴ
ミ

箱
更

新
○

×
○

○
○

○
×

院
内

の
分

別
は

統
一

性
を
も
っ
て
行

う
こ
と
が

望
ま
し
い
の

で
、
既

存
施

設
も
含

め
て
病

院
側
で
対

応
す
る
。

3
2
患

者
回

復
室

用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
し
、
回

復
室

で
の

活
用

と
す
る
。

A
-
2
4
患

者
回

復
室

用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

3
3
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配
布
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準
的
な
仕
様
と
す
る
。

A
-
2
5
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配
布
用

3
4
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回
収
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準
的
な
仕
様
と
す
る
。

A
-
2
6
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回
収
用

3
5
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
患

者
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
他
部

門
間

の
患

者
搬

送
に
使
用

す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
2
7
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

3
6
棚

、
組

立
式

金
属

製
更

新
○

○
○

○
○

○
○

機
材

、
器

具
、
付

属
品
等

の
保

管
に
活

用
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

A
-
2
8
金

属
棚

3
7
メ
ー
ヨ
テ
ー
ブ
ル

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

A
-
2
9
メ
ー
ヨ
テ
ー
ブ
ル

3
8
器

具
台

車
、
半

月
型

更
新

○
○

○
○

○
○

○
既
存

の
仕

様
を
基

本
と
す
る
。

A
-
3
0
器

具
台

車
、
半

月
型

3
9
点

滴
架

台
移

動
式

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

A
-
3
1
点

滴
架

台
移

動
式

4
1
輸

液
保

温
器

更
新

○
○

○
○

○
○

○
輸
液

、
輸

血
時

の
保

温
に
活

用
。

A
-
3
2
輸

液
保

温
器

4
2
麻

酔
ガ
ス
分

析
装
置

新
規

○
×

○
○

○
○

×
現
状

に
お
い
て
必
要

不
可

欠
と
は

言
え
な
い
の

で
削

除
す
る
。

4
3
バ

イ
オ
ス
ペ
ク
ト
ル

分
析

装
置

（
？
）

新
規

×
×

○
○

○
○

×
現
状

に
お
い
て
必
要

不
可

欠
と
は

言
え
な
い
の

で
削

除
す
る
。

4
4
外

部
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

更
新

×
×

○
○

○
○

×
循
環

器
部

門
の

手
術

は
専

門
病

院
で
対

応
す
る
こ
と
か

ら
削

除
す
る
。

4
5
末

梢
神

経
刺

激
装

置
新

規
×

×
○

○
○

○
×

現
状

に
お
い
て
必
要

不
可

欠
と
は

言
え
な
い
の

で
削

除
す
る
。

計
画

番
号
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１
　
機

材
検

討
表

要
請

番
号

機
材

名
（
要

請
）

分
類

目
的

必
要

性
技
術

運
営

体
制

維
持

体
制

経
費

総
合

判
定

備
考

機
材
名

4
6
麻

酔
台

車
更

新
○

○
○

○
○

○
○

標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

A
-
3
3
麻

酔
台

車

4
7
神

経
刺

激
装

置
（
覚

醒
）

新
規

×
○

○
○

○
○

×
現
状

に
お
い
て
必
要

不
可

欠
と
は

言
え
な
い
の

で
削

除
す
る
。

4
8
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請
番
号
1
4
で
代
用
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
削
除
す
る
。

4
9
薬

品
冷

蔵
庫

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。
保

存
品
が

多
く
は

無
い
の

で
2
5
0
リ
ッ
ト
ル

程
度
と
す
る
。

A
-
3
4
薬

品
冷

蔵
庫

5
0
血

液
保

管
冷

蔵
庫

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。
緊

急
対
応

用
と
し
て
3
0
0
リ
ッ
ト
ル

程
度

と
す

る
。

A
-
3
5
血

液
保

管
冷

蔵
庫

5
1
透

視
付

X
線
C
ア
ー
ム
撮

影
装

置
更

新
○

×
○

○
○

○
×

現
状

の
活

用
内

容
か

ら
必

要
不

可
欠

と
は

言
え
な
い
の

で
削

除
す
る
。

5
2
器

具
セ
ッ
ト
、
手

術
用

更
新

△
○

○
○

○
○

×
術
式

別
の

内
容

を
別

途
計
画

す
る
。
尚

、
救

急
部

か
ら
の
要

請
は

血
管

術
用

セ
ッ
ト
の

み
。

-
血

管
術

用
セ
ッ
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
計
画

と
救

急
用

と
し
て
計

画
A
-
3
6
血

管
術

用
セ
ッ
ト

-
口

腔
外

科
用

セ
ッ
ト

更
新

○
×

○
○

○
○

×
専
門

性
が

高
く
、
2
次

医
療

内
容

と
は

言
え
な
い
。

-
形

成
外

科
用

セ
ッ
ト

更
新

○
×

○
○

○
○

×
専
門

性
が

高
く
、
2
次

医
療

内
容

と
は

言
え
な
い
。

-
耳

鼻
科

用
セ
ッ
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
計
画

術
と
し
て
計

画
。

A
-
3
7
耳

鼻
科

用
セ
ッ
ト

-
神

経
外

科
セ
ッ
ト

更
新

○
×

○
○

○
○

×
専
門

性
が

高
く
、
2
次

医
療

内
容

と
は

言
え
な
い
。

-
腹

部
用

セ
ッ
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
計
画

術
と
し
て
計

画
。

A
-
3
8
腹

部
用

セ
ッ
ト

-
整

形
外

科
セ
ッ
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
単
純

骨
折

等
に
対

応
す
る
た
め
計

画
す
る
。

A
-
3
9
整

形
外

科
用

セ
ッ
ト

-
ガ
ー
ゼ
出

血
量

測
定
秤

新
規

○
○

○
○

○
○

○
術
中

の
出

血
量

を
量

る
た
め
に
必

要
と
考

え
る
。

A
-
4
0
ガ
ー
ゼ
出

血
量

測
定
秤

-
喉

頭
鏡

、
直

、
大
人

用
更

新
○

○
○

○
○

○
○

要
請

番
号

1
0
を
分

離
し
て
新

た
に
計

画
す
る
。
使

用
頻

度
が

低
い
の
で

最
低

限
の

数
量

を
計

画
す
る
。

A
-
4
1
喉

頭
鏡

、
直

、
大
人

用

滅
菌

部
滅

菌
部

5
3
蒸

気
滅

菌
装

置
更

新
○

○
○

○
○

○
○

手
術

棟
内

の
滅

菌
物

に
対

応
す
る
容

量
と
す
る
。

B
-

1
蒸

気
滅

菌
装

置

5
4
作

業
台

、
中

央
材

料
室

更
新

○
○

○
○

○
○

○
器
具

類
の

パ
ッ
キ
ン
グ
等

に
使
用

。
B
-

2
作

業
台

、
中

央
材

料
室

-
金

属
棚

更
新

○
○

○
○

○
○

○
滅
菌

物
の

保
管

に
活

用
す
る
。

B
-

3
金

属
棚

IC
U

IC
U

5
5
吸

引
器

、
胃

用
更

新
×

○
○

○
○

○
×

要
請

番
号

7
5
で
対

応
は

可
能

な
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

5
6
吸

引
器

、
喉

頭
用

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請

番
号

7
5
で
対

応
は

可
能

な
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

計
画

番
号
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添

付
－

１
　
機

材
検

討
表

要
請

番
号

機
材

名
（
要

請
）

分
類

目
的

必
要

性
技
術

運
営

体
制

維
持

体
制

経
費

総
合

判
定

備
考

機
材
名

5
7
吸

引
器

、
胸

部
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
要
請

内
容

は
低

圧
持

続
型

で
あ
る
の

で
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-

1
低

圧
持

続
吸

引
器

5
8
身

長
体

重
計

、
大

人
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
身
長

計
は

活
用

し
な
い
こ
と
か

ら
、
体

重
計

の
み
と
す
る
。
名

称
を
変

更
。

C
-

2
体

重
計

、
大

人
用

5
9
輸

液
ポ
ン
プ

更
新

○
○

○
○

○
○

○
消
耗

品
と
な
る
輸

液
セ
ッ
ト
の

調
達

が
現

地
で
可

能
な
も
の

を
選

定
す

る
。

C
-

3
輸
液
ポ
ン
プ

6
0
ネ
ブ
ラ
イ
ザ

ー
更

新
○

○
○

○
○

○
○

超
音

波
式

の
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
IC
U
に
お
け
る
使

用
頻
度

は
多

く
な
い
こ
と
か
ら
、
数
量
は
共
用
す
る
こ
と
で
調
整
す
る
。

C
-

4
ネ
ブ
ラ
イ
ザ

ー

6
1
除

細
動

装
置

E
C
G
モ
ニ
タ
ー
、
カ
ー
ト
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
カ
ー
ト
、
モ
ニ
タ
ー
付
と
し
、
最

低
限

の
数
量

を
計

画
す
る
。
名

称
を
変
更

す
る
。

C
-

5
除

細
動

装
置

6
2
心

電
計

、
カ
ー
ト
付

き
更

新
○

○
○

○
○

○
○

標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。
電

極
等
の

消
耗

品
が

調
達

で
き
る
機

材
を
採

用
す
る
。
名
称
を
変
更
す
る
。

C
-

6
心

電
計

6
3
聴

診
器

、
大

人
用

更
新

○
×

○
○

○
○

×
病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か

ら
削

除
す

る
。

6
4
診

察
灯

、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
型

更
新

○
○

○
○

○
○

○
グ
ー
ス
ネ
ッ
ク
式

の
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-

7
診

察
灯

6
5
診

察
灯

、
ハ

ン
デ
ィ
型

更
新

○
×

○
○

○
○

×
病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か

ら
削

除
す

る
。

6
6
喉

頭
鏡

、
大

人
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
基
本

的
な
医

療
機

材
。
使

用
頻

度
の

高
い
カ
ー
ブ
を
計

画
。

C
-

8
喉

頭
鏡

、
曲

、
大

人
用

6
7
打

診
器

更
新

○
×

○
○

○
○

×
病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か

ら
削

除
す

る
。

6
8
患

者
監

視
装

置
、
sp
o
2
付

更
新

○
○

○
○

○
○

○
S
p
O
2
機

能
も
含

め
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
電

極
等

の
消

耗
品
調

達
が
現

地
で
可

能
な
機

材
を
選

定
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-

9
患

者
監

視
装

置

6
9
ネ
ブ
ラ
イ
ザ

ー
、
壁

掛
け
式

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要
請

番
号

6
0
で
対

応
可

能
な
こ
と
か

ら
削

除
。

7
0
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段

式
更

新
○

○
○

○
○

○
○

35
×

4
3
c
m
の

フ
ィ
ル

ム
に
対

応
す
る
サ

イ
ズ
と
し
て
計

画
す
る
。

C
-
1
0
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段

式

7
1
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
３
段

式
更

新
○

×
○

○
○

○
×

3段
式

の
必

要
性

が
少

な
い
こ
と
か

ら
、
2
段

式
で
対
応

す
る
。

7
2
検

眼
・
鼻

鏡
セ
ッ
ト

更
新

○
×

○
○

○
○

×
優
先

度
が

低
い
こ
と
か

ら
削
除

す
る
。

7
3
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
酸

素
流

量
計

、
酸
素

ボ
ン

ベ
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
メ
デ
ィ
カ
ル

ガ
ス
コ
ラ
ム
が

使
用

不
能

と
な
っ
た
場

合
に
酸

素
ボ
ン
ベ
に

よ
る
緊

急
対

応
用

と
し
て
計

画
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
1
加

湿
酸

素
流

量
計

、
酸

素
ボ
ン
ベ
用

7
4
酸

素
流

量
計

レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー

ル
ド
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
酸
素

コ
ラ
ム
に
対

応
し
た
加

湿
流

量
計

と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
2
加

湿
酸

素
流

量
計

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

7
5
吸

引
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
吸
引

コ
ラ
ム
に
対

応
し
た
吸

引
機

と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
3
吸

引
器

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

7
6
空

気
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル

ド
用

更
新

×
×

○
○

○
○

×
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
は

機
材

側
に
付

属
さ
れ

て
い
る
こ
と
が

一
般

的
な
の

で
削
除

す
る
。

7
7
蘇

生
器

、
手

動
式

、
大

人
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
滅
菌

対
応

が
可

能
な
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
4
ア
ン
ビ
ュ
バ

ッ
ク

7
8
血

圧
計

ア
ネ
ロ
イ
ド
式

、
大
人

用
更

新
○

×
○

○
○

○
×

要
請

番
号

8
0
に
て
対

応
可

能
。
削

除
す
る
。

7
9
血

圧
計

壁
掛

け
式

更
新

○
×

○
○

○
○

×
要
請

番
号

8
0
に
て
対

応
可

能
。
削

除
す
る
。

計
画

番
号
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添

付
－

１
　
機
材

検
討

表
要

請
番

号
機
材

名
（
要

請
）

分
類

目
的

必
要

性
技

術
運

営
体

制
維

持
体

制
経

費
総

合
判

定
備
考

機
材
名

8
0
血

圧
計

キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
更

新
○

○
○

○
○

○
○

標
準

的
な
仕

様
と
す
る
。

C
-
1
5
血
圧

計
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き

8
1
体

温
計

口
腔

用
更

新
○

×
○

○
○

○
×

病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か
ら
削

除
す

る
。

8
2
体

温
計

直
腸

用
更

新
○

×
○

○
○

○
×

病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か
ら
削

除
す

る
。

8
3
デ
ジ
タ
ル

体
温

計
耳

様
更

新
○

×
○

○
○

○
×

病
院

側
で
の

調
達

も
可

能
で
あ
り
、
優

先
度

が
低

い
こ
と
か
ら
削

除
す

る
。

8
4
人

工
呼

吸
器

更
新

○
○

○
○

○
○

○
既

存
の

仕
様
に
準

じ
た
機

材
を
選

定
す
る
。
1
床

に
1
台

と
す
る
。

C
-
1
6
人
工

呼
吸

器

8
5
機

材
保

管
戸

棚
、
鍵

付
更

新
○

○
○

○
○

○
○

衛
生

面
か

ら
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
7
機
材

保
管

戸
棚

8
6
キ
ッ
ク
バ
ケ
ツ
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
1
8
キ
ッ
ク
バ

ケ
ツ

8
7
椅

子
、
高

さ
調

整
回

転
式

更
新

○
×

○
○

○
○

×
IC
U
内

で
使

用
さ
れ

る
椅

子
は

一
般

の
椅

子
で
あ
り
、
現

有
の

椅
子
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
、
削
除
す
る
。

8
8
蓋

・
ペ
ダ
ル

付
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

大
型

ゴ
ミ

箱
更

新
○

×
○

○
○

○
×

院
内

の
分

別
は

統
一

性
を
も
っ
て
行

う
こ
と
が

望
ま
し
い
の

で
、
既

存
施

設
も
含
め
て
病
院
側
で
対
応
す
る
。

8
9
救

急
カ
ー
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
し
、
IC
U
内

で
1
台

を
共

有
す
る
。

C
-
1
9
救
急

カ
ー
ト

9
0
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配

布
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
0
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配

布
用

9
1
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回

収
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
1
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回

収
用

9
2
処

置
用

カ
ー
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
2
処
置

用
カ
ー
ト

9
3
薬

品
用

カ
ー
ト

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
3
薬
品

用
カ
ー
ト

9
4
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
患

者
用

更
新

○
○

○
○

○
○

○
他

部
門

間
の
患

者
搬

送
に
使

用
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
2
4
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

9
5
棚

、
組

立
式

金
属
製

更
新

○
○

○
○

○
○

○
機

材
、
器
具

、
付

属
品

等
の

保
管
に
活

用
す
る
。
名

称
を
変

更
す
る
。

C
-
2
5
金
属

棚

9
6
二

段
式

踏
み

台
更

新
○

○
○

○
○

○
○

処
置

用
と
し
て
、
医

師
あ
る
い
は

看
護

師
が
活

用
す
る
。

C
-
2
6
二
段

式
踏

み
台

9
7
処

置
台

、
バ

ケ
ツ
付

き
更

新
○

×
○

○
○

○
×

要
請

番
号

9
2と

同
様

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

9
8
点

滴
架

台
移

動
式

更
新

○
○

○
○

○
○

○
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
7
点
滴

架
台

移
動

式

9
9
蘇

生
ボ
ー
ド

更
新

×
○

○
○

○
○

×
要

請
番

号
8
9の

付
属

品
と
し
て
計

画
す
る
こ
と
か

ら
、
削

除
す
る
。

1
0
0
IC
U
ベ
ッ
ド

更
新

○
○

○
○

○
○

○
高

さ
調

節
が

行
え
る
も
の

と
し
、
標

準
的

な
仕

様
と
す
る
。

C
-
2
8
IC
U
ベ
ッ
ド

計
画

番
号
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添付－２ 
添
付
－

２
　
機
材

配
置
表

受付･ｺﾝﾄﾛｰﾙ

乗換ﾎｰﾙ

手術室ﾎｰﾙ1

手術室ﾎｰﾙ2

手術室1-1

手術室1-2

手術室1-3

手術室1-4

手術室1-5

手術室救急1

手術室救急2

手術感染1

感染用準備室

麻酔事務室

麻酔材料準備室

麻酔材料倉庫

器材庫

現像室

回復室

ｽﾀｯﾌ更衣室

ｽﾀｯﾌ更衣室

便所･ｼｬﾜｰ

便所･ｼｬﾜｰ

休憩室

休憩室

回収･洗浄

組立

滅菌

既滅菌保管

倉庫

事務室

ｽﾀｯﾌ更衣室

外科部長

秘書室

婦長室

ＩＣＵ

手
術

部

A
-

1
低
圧

持
続
吸
引
器

2
1

1

A
-

2
輸
液

ポ
ン
プ

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-

3
除
細

動
装
置

1
1

A
-

4
移
動

式
X
線

撮
影
装
置

1
1

A
-

5
手
術

無
影
灯

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-

6
喉
頭

鏡
、
曲
、
大
人
用

8
8

A
-

7
麻
酔

機
8

1
1

1
1

1
1

1
1

A
-

8
手
術

台
3

1
1

1

A
-

9
手
術

台
、
X
線

カ
セ
ッ
テ
フ
ォ
ル
ダ
ー
付

5
1

1
1

1
1

A
-
1
0
患
者

監
視
装
置

1
0

1
1

1
1

1
1

1
1

2

A
-
1
1
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段
式

1
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

A
-
1
2
加
湿

酸
素
流
量
計

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
用

8
8

A
-
1
3
吸
引

器
、
手
術
室
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
用

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
14

ア
ン
ビ
ュ
バ
ッ
ク

3
1

2

A
-
1
5
X
線
自
動
現

像
器

1
1

A
-
1
6
ギ
プ
ス
カ
ッ
タ
ー

1
1

A
-
1
7
血
圧

計
ア
ネ
ロ
イ
ド
式
、
大
人
用

2
2

A
-
1
8
血
圧

計
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

2
2

A
-
1
9
電
気

メ
ス

8
1

1
1

1
1

1
1

1手
術
部

滅
菌
材

料
部

数
量

ＩＣ
Ｕ

機
材
名

（
計
画
）

計
画

番
号

管
理
部
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添
付
－

２
　
機
材

配
置
表

受付･ｺﾝﾄﾛｰﾙ

乗換ﾎｰﾙ

手術室ﾎｰﾙ1

手術室ﾎｰﾙ2

手術室1-1

手術室1-2

手術室1-3

手術室1-4

手術室1-5

手術室救急1

手術室救急2

手術感染1

感染用準備室

麻酔事務室

麻酔材料準備室

麻酔材料倉庫

器材庫

現像室

回復室

ｽﾀｯﾌ更衣室

ｽﾀｯﾌ更衣室

便所･ｼｬﾜｰ

便所･ｼｬﾜｰ

休憩室

休憩室

回収･洗浄

組立

滅菌

既滅菌保管

倉庫

事務室

ｽﾀｯﾌ更衣室

外科部長

秘書室

婦長室

ＩＣＵ

A
-
2
0
機
材

保
管
戸
棚

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
2
1
汚
染

衣
入
れ

1
0

2
2

2
2

2

A
-
2
2
キ
ッ
ク
バ
ケ
ツ

1
0

1
1

1
1

1
1

1
1

2

A
-
2
3
椅
子

、
麻
酔
医

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
2
4
患
者

回
復
室
用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

8
8

A
-
2
5
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配

布
用

4
2

2

A
-
2
6
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回

収
用

4
2

2

A
-
2
7
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

2
2

A
-
2
8
金
属

棚
4

4

A
-
2
9
メ
ー
ヨ
テ
ー
ブ
ル

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
3
0
器
具

台
車
、
半
月
型

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
3
1
点
滴

架
台
移
動
式

1
6

1
1

1
1

1
1

1
1

8

A
-
3
2
輸
液

保
温
器

2
2

A
-
3
3
麻
酔

台
車

8
1

1
1

1
1

1
1

1

A
-
3
4
薬
品

冷
蔵
庫

1
1

A
-
3
5
血
液

保
管
冷
蔵
庫

1
1

A
-
3
6
血
管

術
用
セ
ッ
ト

2
2

A
-
3
7
耳
鼻

科
用
セ
ッ
ト

2
2

A
-
3
8
腹
部

用
セ
ッ
ト

3
3

A
-
3
9
整
形

外
科
用
セ
ッ
ト

2
2

手
術
部

滅
菌
材

料
部

数
量

ＩＣ
Ｕ

機
材
名

（
計
画
）

計
画

番
号

管
理
部
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添
付
－

２
　
機
材

配
置
表

受付･ｺﾝﾄﾛｰﾙ

乗換ﾎｰﾙ

手術室ﾎｰﾙ1

手術室ﾎｰﾙ2

手術室1-1

手術室1-2

手術室1-3

手術室1-4

手術室1-5

手術室救急1

手術室救急2

手術感染1

感染用準備室

麻酔事務室

麻酔材料準備室

麻酔材料倉庫

器材庫

現像室

回復室

ｽﾀｯﾌ更衣室

ｽﾀｯﾌ更衣室

便所･ｼｬﾜｰ

便所･ｼｬﾜｰ

休憩室

休憩室

回収･洗浄

組立

滅菌

既滅菌保管

倉庫

事務室

ｽﾀｯﾌ更衣室

外科部長

秘書室

婦長室

ＩＣＵ

A
-
4
0
ガ
ー
ゼ
出
血
量
測
定

秤
8

1
1

1
1

1
1

1
1

A
-
4
1
喉
頭

鏡
、
直
、
大
人
用

1
1

滅
菌

部

B
-

1
蒸
気

滅
菌
装
置

2
2

B
-

2
作
業

台
、
中
央
材
料

室
4

4

B
-

3
金
属

棚
6

6

IC
U

C
-

1
低
圧

持
続
吸
引
器

2
2

C
-

2
体
重

計
、
大
人
用

1
1

C
-

3
輸
液

ポ
ン
プ

6
6

C
-

4
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

2
2

C
-

5
除
細

動
装
置

1
1

C
-

6
心
電

計
1

1

C
-

7
診
察

灯
2

2

C
-

8
喉
頭

鏡
、
曲
、
大
人
用

2
2

C
-

9
患
者

監
視
装
置

6
6

C
-
1
0
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ
ン
２
段

式
1

1

C
-
1
1
加
湿

酸
素
流
量
計

、
酸
素
ボ
ン
ベ
用

2
2

C
-
1
2
加
湿

酸
素
流
量
計

、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
用

6
6

C
-
1
3
吸
引

器
、
マ
ニ
フ
ォ
ー
ル
ド
用

6
6

手
術
部

滅
菌
材

料
部

数
量

ＩＣ
Ｕ

機
材
名

（
計
画
）

計
画

番
号

管
理
部
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添
付
－

２
　
機
材

配
置
表

受付･ｺﾝﾄﾛｰﾙ

乗換ﾎｰﾙ

手術室ﾎｰﾙ1

手術室ﾎｰﾙ2

手術室1-1

手術室1-2

手術室1-3

手術室1-4

手術室1-5

手術室救急1

手術室救急2

手術感染1

感染用準備室

麻酔事務室

麻酔材料準備室

麻酔材料倉庫

器材庫

現像室

回復室

ｽﾀｯﾌ更衣室

ｽﾀｯﾌ更衣室

便所･ｼｬﾜｰ

便所･ｼｬﾜｰ

休憩室

休憩室

回収･洗浄

組立

滅菌

既滅菌保管

倉庫

事務室

ｽﾀｯﾌ更衣室

外科部長

秘書室

婦長室

ＩＣＵ

C
-
14

ア
ン
ビ
ュ
バ
ッ
ク

2
2

C
-
1
5
血
圧

計
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

2
2

C
-
1
6
人
工

呼
吸
器

6
6

C
-
1
7
機
材

保
管
戸
棚

2
2

C
-
1
8
キ
ッ
ク
バ
ケ
ツ

4
4

C
-
1
9
救
急

カ
ー
ト

1
1

C
-
2
0
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
配

布
用

2
2

C
-
2
1
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
ト
、
回

収
用

2
2

C
-
2
2
処
置

用
カ
ー
ト

3
3

C
-
2
3
薬
品

用
カ
ー
ト

2
2

C
-
2
4
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

2
2

C
-
2
5
金
属

棚
2

2

C
-
2
6
二
段

式
踏
み
台

2
2

C
-
2
7
点
滴

架
台
移
動
式

6
6

C
-
2
8
IC
U
ベ
ッ
ド

6
6

手
術
部

滅
菌
材

料
部

数
量

ＩＣ
Ｕ

機
材
名

（
計
画
）

計
画

番
号

管
理
部
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添付－３ 

添付－３ 主要機材の概要 

機材 

番号 
機材名 主な仕様または構成 

機材

水準
台数 使 用 目 的 機材水準の妥当性 

A-04 移動式 X 線撮影装置 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ式か高周波式 

KV ﾚﾝｼﾞ：最大 125kV 以上

中級

機種
1 

手術室、ICU において、体位移動困難な患

者などに対して、緊急かつ簡易的な放射線

撮影をするために使用する。 

A-07 麻酔機 

麻酔回路：ｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾀｲﾌﾟ 

気化器：ｲｿﾌﾚﾝとｾﾎﾞﾌﾚﾝ 

人工呼吸器付 

中級

機種
8 

手術の際に患者を、全身麻酔状態にする

ために使用する。 

A-08 手術台 
上肢台、肩受、胴受、支脚

器付 

中級

機種
3 

各種手術において、患者を適した体位に固

定するために使用する。 

A-09 
手術台、X 線ｶｾｯﾃﾎ

ﾙﾀﾞｰ付 

上肢台、Ｘ線ｶｾｯﾃﾎﾙﾀﾞｰ、

肩受、胴受、支脚器付 

中級

機種
5 

各種手術において、患者を適した体位に固

定するために使用する。 

A-10 患者監視装置 
測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ：ECG、呼吸、

SPO2、NIBP、体温 

中級

機種
10 

手術室および回復室において、全身麻酔

状態下にある患者の生体情報を、継続的

に監視するために使用する。 

A-15 X 線自動現像器 

卓上型 

最大ﾌｨﾙﾑ幅：35cm 以上 

現像：55 枚／時以上 

中級

機種
1 

手術室にて撮影された X 線フィルムを、現

像・定着・水洗・乾燥までの現像処理を、自

動で行うために使用する。 

A-19 電気ﾒｽ 
切開・混合・凝固式 

ｷｬｽﾀｰｽﾀﾝﾄﾞ付 

中級

機種
8 

手術室において、患者生体組織の切開・凝

固を行うために使用する。 

A-36 血管術用ｾｯﾄ 
ｽﾃﾝﾚｽ製 

構成:36 品目 

中級

機種
2 

手術用鋼製器具類のセットで、血管術領域

の手術を行うために使用する。 

A-37 耳鼻科用ｾｯﾄ 
ｽﾃﾝﾚｽ製 

構成：50 品目 

中級

機種
3 

手術用鋼製器具類のセットで、耳鼻科領域

の手術を行うために使用する。 

A-39 整形外科用ｾｯﾄ 
ｽﾃﾝﾚｽ製 

構成：80 品目 

中級

機種
2 

手術用鋼製器具類のセットで、整形外科手

術を行うために使用する。 

B-01 蒸気滅菌装置 

片扉型 

容量：279L 以上 

蒸気発生器付き 

中級

機種
2 

手術室、IUC で使用される手術セット、鋼製

小物やリネン類を高圧蒸気にて、滅菌する

ために使用する。 

C-09 患者監視装置 
測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ：ECG、呼吸、

SPO2、NIBP、体温 

中級

機種
6 

ICU において患者の生体情報を、継続的

に監視するために使用する。 

C-16 人工呼吸器 

成人用 

換気ﾓｰﾄﾞ：ﾎﾞﾘｭｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙ

及びﾌﾟﾚｯｼｬｰｺﾝﾄﾛｰﾙ 

中級

機種
6 

ICU において、自発呼吸が困難な患者に

対して、使用する。 

 



 - 11 - 

添付－４ 

添付－４ 計画機材リスト 
必要代理店 

計画 
番号 

機材名（計画） 数量 調達国 生産国 消耗品・試
薬・交換部

品供給 
維持管理

   手術部      

A- 1 低圧持続吸引器 2 日本 日本 ○  

A- 2 輸液ポンプ 8 日本 日本 ○ ○ 

A- 3 除細動装置 1 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国 ○ ○ 

A- 4 移動式 X 線撮影装置 1 日本 日本 ○ ○ 

A- 5 手術無影灯 8 日本 日本 ○  

A- 6 喉頭鏡、曲、大人用 8 日本 日本   

A- 7 麻酔機 8 日本 日本 ○ ○ 

A- 8 手術台 3 日本 日本   

A- 9 手術台、X 線カセッテフォルダー付 5 日本 日本   

A- 10 患者監視装置 10 日本 日本 ○ ○ 

A- 11 シャウカステン２段式 10 日本 日本   

A- 12 加湿酸素流量計、マニフォールド用 8 日本 日本 ○  

A- 13 吸引器、手術室、マニフォールド用 8 日本 日本 ○  

A- 14 アンビュバック 3 日本 日本   

A- 15 X 線自動現像器 1 日本 日本 ○ ○ 

A- 16 ギプスカッター 1 日本 日本   

A- 17 血圧計アネロイド式、大人用 2 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国   

A- 18 血圧計キャスター付き 2 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国   

A- 19 電気メス 8 日本 米国 ○ ○ 

A- 20 機材保管戸棚 8 日本 日本   

A- 21 汚染衣入れ 10 日本 日本   

A- 22 キックバケツ 10 日本 日本   

A- 23 椅子、麻酔医 8 日本 日本   

A- 24 患者回復室用ストレッチャー 8 日本 日本   

A- 25 ランドリーカート、配布用 4 日本 日本   

A- 26 ランドリーカート、回収用 4 日本 日本   

A- 27 ストレッチャー 2 日本 日本   

A- 28 金属棚 4 日本 日本   

A- 29 メーヨテーブル 8 日本 日本   

A- 30 器具台車、半月型 8 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国   

A- 31 点滴架台移動式 16 日本 日本   

A- 32 輸液保温器 2 日本 日本   

A- 33 麻酔台車 8 日本 日本   

A- 34 薬品冷蔵庫 1 日本 日本   

A- 35 血液保管冷蔵庫 1 日本 日本   

A- 36 血管術用セット 2 日本 日本   

A- 37 耳鼻科用セット 2 日本 日本   

A- 38 腹部用セット 3 日本 日本   
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添付－４ 計画機材リスト 
必要代理店 

計画 
番号 

機材名（計画） 数量 調達国 生産国 消耗品・試
薬・交換部

品供給 
維持管理

A- 39 整形外科用セット 2 日本 日本   

A- 40 ガーゼ出血量測定秤 8 日本 日本   

A- 41 喉頭鏡、直、大人用 1 日本 日本   

   滅菌部  日本 日本   

B- 1 蒸気滅菌装置 2 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ○ ○ 

B- 2 作業台、中央材料室 4 日本 日本   

B- 3 金属棚 6 日本 日本   

   ICU  日本 日本   

C- 1 低圧持続吸引器 2 日本 日本 ○  

C- 2 体重計、大人用 1 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国   

C- 3 輸液ポンプ 6 日本 日本 ○ ○ 

C- 4 ネブライザー 2 日本 日本 ○ ○ 

C- 5 除細動装置 1 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国 ○ ○ 

C- 6 心電計 1 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国 ○ ○ 

C- 7 診察灯 2 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ ドイツ ○  

C- 8 喉頭鏡、曲、大人用 2 日本 日本   

C- 9 患者監視装置、SpO2 付 6 日本 日本 ○ ○ 

C- 10 シャウカステン２段式 1 日本 日本   

C- 11 加湿酸素流量計、酸素ボンベ用 2 日本 日本   

C- 12 加湿酸素流量計、マニフォールド用 6 日本 日本 ○  

C- 13 吸引器、マニフォールド用 6 日本 日本 ○  

C- 14 アンビュバック 2 日本 日本   

C- 15 血圧計キャスター付き 2 ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ 米国   

C- 16 人工呼吸器 6 日本 日本 ○ ○ 

C- 17 機材保管戸棚 2 日本 日本   

C- 18 キックバケツ 4 日本 日本   

C- 19 救急カート 1 日本 日本   

C- 20 ランドリーカート、配布用 2 日本 日本   

C- 21 ランドリーカート、回収用 2 日本 日本   

C- 22 処置用カート 3 日本 日本   

C- 23 薬品用カート 2 日本 日本   

C- 24 ストレッチャー 2 日本 日本   

C- 25 金属棚 2 日本 日本   

C- 26 二段式踏み台 2 日本 日本   

C- 27 点滴架台移動式 6 日本 日本   

C- 28 ICU ベッド 6 日本 日本   
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－1－ 

1. 調査団員氏名 

 
1-1 基本設計調査 

氏名 期間 所属

独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第3グループ 保健医療チーム

業 務 主 任/

建 築 計 画

施 工 計 画/ 大坪 一之

積  算

医療機材計画/

維 持 管 理

機材調達計画/

積  算

担当

1） 総      括 武藤 亜子

株式会社 梓設計浅野 静一3）

1/23 ～ 2/2

1/23 ～ 2/8 国立国際医療センター向山 由美

建 築 設 計

技 術 参 与2）

1/23 ～ 2/21

アイテック 株式会社

4）

1/23 ～ 2/15 株式会社 梓設計5） 設 備 設 計 金塚 経敏

2/6 ～ 2/21 株式会社 梓設計村本 一彦

7）

6）

1/27 ～ 2/19 アイテック 株式会社大林 幸一8）

1/27 ～ 2/19 株式会社 梓設計

1/23 ～ 2/21赤木 重仁

通訳センター パイオニア1/23 ～ 2/21通 訳 （西語） 井海 万里9）
 

 
 
1-2 基本設計概要説明調査 

氏名 期間 所属

独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第2グループ 保健医療チーム長

業 務 主 任/

建 築 計 画

医療機材計画/

維 持 管 理

担当

1） 総      括 吉新 主門 5/17 ～ 5/25

国立国際医療センター

3） 浅野 静一 5/15 ～ 5/29 株式会社 梓設計

2） 技 術 参 与 向山 由美 5/15 ～ 5/26

4） 赤木 重仁 5/15 ～ 5/26 アイテック 株式会社

通訳センター パイオニア5） 通 訳 （西語） 井海 万里 5/15 ～ 5/29
 

 
 
 
 
 
 
 



－2－ 

2. 調査行程 
2-1 基本設計調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-2 基本設計概要説明調査

日順 月日（曜日） AM PM 備考
1 1/23（日） 成田－ニューヨーク
2 1/24（月） ニューヨーク-サンサルバドル JICA・大使館表敬
3 1/25（火） 保健省インセプション説明 ロサレス国立病院調査 地形測量業者打合せ
4 1/26（水）
5 1/27（木） ソンソテナ病院 社会保険庁病院調査・ミニッツ協議
6 1/28（金） ロサレス国立病院調査 ミニッツ協議
7 1/29（土） 旧社会保険庁病院調査 ミニッツ協議
8 1/30（日）

9
1/31（月）

ミニッツ会議 ミニッツサイン・大使館報告
・大坪、大林団員
サンサルバドル到着

10
2/1（火）

・武藤団長
サンサルバドル到着

11 2/2（水） ロサレス国立病院打合せ サンタアナ病院調査
12 2/3（木）
13 2/4（金） ロサレス国立病院打合せ 廃棄物調査
14 2/5（土） ロサレス国立病院打合せ 測量業者契約（測量開始）

15
2/6（日）

・向山技術参与
サンサルバドル出発

16
2/7（月）

ロサレス国立病院打合せ
文化庁打合せ

環境庁打合せ
・村本団員
サンサルバドル到着

17 2/8（火）
18 2/9（水） 呼吸器病院・サカミール病院・消防庁打合 社会保険庁病院調査
19 2/10（木）
20 2/11（金）
21 2/12（土）

22
2/13（日）

・金塚団員
サンサルバドル出発

23 2/14（月）
24 2/15（火）
25 2/16（水）

26
2/17（木）

JICA報告 大使館報告
・大坪、大林団員
サンサルバドル出発

27 2/18（金）
28 2/19（土）
29 2/20（日） ニューヨーク
30 2/21（月）   成田

ロサレス国立病院調査

団内会議

ロサレス国立病院打合せ

ロサレス国立病院打合せ

休日

ロサレス国立病院打合せ

ロサレス国立病院打合せ
ロサレス国立病院打合せ

保健省打合せ

保健省打合せ
サンサルバドル－ニューヨーク

団内会議

休日

ロサレス国立病院打合せ
保健省打合せ

日順 月日（曜日） AM PM 備考
1 5/15（日）
2 5/16（月） ニューヨーク-サンサルバドル JICA・大使館表敬

3 5/17（火） 保健省打合せ ロサレス国立病院調査
・吉新団長
サンサルバドル到着

4 5/18（水）
5 5/19（木）
6 5/20（金）
7 5/21（土）
8 5/22（日）
9 5/23（月） ミニッツサイン JICA報告

10 5/24（火） 保健省打合せ 建設補足調査
・向山技術参与、赤
木団員サンサルバド
ル出発

11 5/25（水）
12 5/26（木）
13 5/27（金）
14 5/28（土） ニューヨーク
15 5/29（日）   成田

サンサルバドル－ニューヨーク

成田－ニューヨーク

ロサレス国立病院打合せ
ミニッツ協議
ミニッツ協議

国内会議・ミニッツ協議

建設補足調査

建設事情調査

建設補足調査
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3. 関係者リスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関名 所属部署(担当) 氏  名

外務省 対外協力局 ｱﾙﾍﾞﾙﾄ・ﾓﾗﾚｽ

対外協力局 ﾗｳﾗ･ﾃﾞ･ﾀﾞﾋﾞｿﾝ

対外協力局 ｺﾆｰ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ

保健省 大臣 ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ･ﾏｻ･ﾌﾞﾘｽｴﾗ

対外協力局長 ﾛﾅﾙﾄﾞ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ

対外協力局 ﾛｻﾃﾞﾗ･ｱｸﾞｲﾗﾙ･ﾃﾞ･ｶﾙﾃﾞﾅｽ

計画局長 ｴﾅ･ｶﾞﾙｼｱ

計画局 ﾙｲｽ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｴｽｺﾊﾞﾙ

プロジェクト室 ﾏﾘｵ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾊﾟﾅﾒｰﾆｮ

営繕局 ﾗﾌｧｴﾙ E. ﾗｳﾀﾞ

日本大使館 大使 細野 昭雄

参事官 吉本 準

二等書記官 清水 一良

JICA 所長 高橋 政行

JICA 所長 北中 真人 (B/D)

JICA 駐在員 細川 幸成

JICA 企画調整員 ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾆｰﾀ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ

JICA プロジェクト調整員 市岡 晃

ﾛｻﾚｽ国立病院 院長 ｱﾅ･ﾚﾃｨｼｱ･ﾒﾋｱ･ﾄｰﾚｽ

計画局 ﾈﾙｿﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾇｲﾗ･ﾌﾗﾒﾝｺ

計画局 ﾊﾟﾌﾞﾛ･ｲｼﾄﾞﾛ･ﾊﾞｸｴﾛ

計画局 ﾏﾘｱ･ｴｳｹﾞﾆｱ･ｶﾚﾛ･ｶﾞﾙｼｱ

外科 ﾒﾙﾋﾞﾝ･ｱﾙﾏﾝﾄﾞ･ｸﾞｱﾙﾀﾞﾄﾞ

外来 ﾘﾅ･ｴ･ﾌｨｹﾞﾛｱ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾆｰｼﾞｬ

内科 ﾚｲﾅﾙﾄﾞ･ﾘｳﾞｧｽ･ﾌﾛｰﾚｽ

内科 ﾎｾ･ｻﾝﾁｱｺﾞ･ｾﾛﾝ･ﾛﾍﾟｽ

救急部長 ﾌｫｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾊﾞﾙ･ﾘﾊﾞｽ

救急部 ｻｳﾙ･ｳﾝﾍﾞﾙﾄ･ｸﾙｽ･ﾉﾗｽｺ

麻酔部(救急) ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾚｼﾞｬﾅ

手術部長 ﾗﾌｧｴﾙ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾐﾈﾙｳﾞｨﾆ

手術部 ﾌﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾏﾘｱ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｱﾏﾔ

手術部 ﾃﾞﾙﾐ･ｸﾞｱﾀﾞﾙﾍﾟ･ﾛｻﾚｽ

I.C.U ﾐﾙﾅ･ｿﾘｱﾉ･ﾎﾟﾙﾃｨｼﾞｮ

I.C.U ｶﾙﾒﾝ ﾐｭｰﾆｮｽ

I.C.U ﾌｫｱﾝ･ｱﾙﾇﾙﾌｫ･ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾒﾝﾄﾞｻ

画像部 ｱﾝﾍﾘｶ ﾏﾙｼｱｰﾁﾞ ﾄﾛﾋﾞﾀ

検査部 ﾌﾘｵ･ｾｻﾙ･ﾄﾚｽ･ｳﾞｧﾈｶﾞｽ

ｻｰﾋﾞｽ部 ﾄｰﾏｽ･ｳｨﾙﾌﾚﾄﾞ･ﾏﾙﾃｽ･ﾛｻｰﾉ

事務部 ｸﾞﾛﾘｱ･ﾀﾞｲｼ･ﾚｶﾞﾗｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙﾄｩﾗﾝ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ部 ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｴﾄﾞｶﾞﾙﾄﾞ･ｶﾝﾎﾟｽ

〃 ｳｨﾙﾌﾚﾄﾞ ｱﾝﾄﾆｵ ﾒｳﾗ

ｻﾝﾀｱﾅ病院 外科部長 ﾏﾘｵ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾘﾅﾚｽ

呼吸器病院 院長 ﾎﾙﾍ･ｴﾄﾞｳｲﾝ･ﾓﾝﾄｰﾔ

副院長 ﾌｫｱﾝ･ｱﾝﾍﾙ･ﾓﾗﾚｽ

ｻｶﾐｰﾙ病院 院長 ﾚﾈ･ﾏｳﾘｼｵ･ｱﾚﾊﾞﾛ

副院長 ﾏﾘｵ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌﾟﾗｳﾞｧｽ

ｻﾝﾀｱﾅSIBASI 局長 ﾗﾌｧｴﾙ･ｴﾝﾘｹ･ｸﾞｴﾗ･ｱﾗﾙｺﾝ
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4. 討議議事録（M/D） 
 

エルサルバドル国ロサレス病院復旧計画 

エルサルバドル国政府（以下エルサルバドル国と称す）の要請により、日本国政府はロサレ

ス病院復旧計画（以下プロジェクトと称す）の基本設計調査を実施するものとして、独立行政

法人国際協力機構（以下ＪＩＣＡと称す）により、ＪＩＣＡ無償資金協力部業務第三保健医療チー

ム武藤亜子を団長とする基本設計調査団をエルサルバドル国へ派遣した。調査団は２００５

年 1 月２３日から２月１９日迄当国に滞在した。 

調査団はエルサルバドル国政府関係者と協議を行い、現地調査を実施した。 

一連の協議と調査を通じて両者は、添付した主要項目につき合意した。 

調査団は、さらなる作業を行ない基本設計報告書を作成するものとする。 

 

サンサルバドル市、2005 年 1 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

武藤亜子  ギジェルモスサブリスエラ 

団長  厚生大臣 

基本設計調査団  エルサルバドル 

独立行政法人国際協力機構   

日本   
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アタッチメント 

１．プロジェクトの目的 

両者は、このプロジェクトの目的について、新しい施設の建設と機材調達により、ロサレス病

院の提供する医療サービスの改善を目指すことで合意した。 

 

２．プロジェクトサイト 

プロジェクトサイトはサンサルバドル市内ロサレス病院敷地内とする。 

 

３．責任機関と実施機関 

責任機関と実施機関はいずれも厚生省とロサレス病院とする。 

 

４．エルサルバドル側よりの要請 

エルサルバドル側は調査団との協議後、新しい施設をアネックス１の場所に建設することを

要請するとともに、アネックス 2 の機材調達を要請した。ＪＩＣＡは今後要請の妥当性を検証す

る。 

プロジェクトの最終的な内容と仕様とは日本国内において解析を行って決定する。 

 

５．日本の無償援助のスキーム 

５－１ エルサルバドル側は日本の無償スキームにつきアネックス３，４により調査団が説明

した内容を理解した。 

５－２ エルサルバドル側はアネックス５に示された、日本の無償案件プロジェクト実施に必要

な負担事項を実施するものとする。 

 

６．調査スケジュール 

６－１ コンサルタントは２００５年 2 月１９日迄調査を続ける。 

６－２ ＪＩＣＡはスペイン語の基本設計調査報告書（案）を用意し、この説明の為に、2005 年５

月頃に調査団を派遣する。 

６－３ 調査報告書（案）が大筋でエルサルバドル側に承認された場合は、ＪＩＣＡは基本設計

報告書を作成し、２００５年 8 月頃にエルサルバドル国に送付する。 

 

 

７．その他関連事項 

７－１ 両者は協議の結果、プロジェクトの目的達成のために病院全体の機能改善の必要性

を認め、具体的改善内容を以下の通りとすることで合意した。 

 手術・関連部門および ICU・・・・・日本側の工事とする。手術室数は既存の数を超えない
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ものとし、室数決定は今後の調査による。ICU の規模は 3 次機能の専門病院内の ICU を

超えないものとし、ベッド数決定は今後の調査による。 

 外来・救急部門・・・・・・・・・・・・エルサルバドル側工事により 2007 年 3 月までに移転する。

双方は、2005 年 5 月までに何らかの根拠がエルサルバドル側から示されない限り、日本

政府に承認されないであろうことを理解した。なお、救急手術は新棟の手術室で対応す

るものとする。 

 眼科センター・・・・・・・・・・現状のまま対応する。 

７－２ 厚生省は十分な技術を持った医療スタッフと運営・維持管理に（電気、機械、施設管

理機材管理等）必要なスタッフを 2007 年１月までにそろえる。 

７－３ 厚生省はプロジェクト引渡後ロサレス病院に必要な運営維持管理コスト（給与、光熱

費、水道代、修理、スペアパーツ、消耗品、定期メンテナンス)を確保するものとする。 

７－４ 厚生省はアネックス５の負担事項の実施の中で、特に、以下の事を確約した。 

・ 建設予定地内の既存建物および同建物の基礎の撤去を２００５年１１月までに完了

する。双方は、2005年5月までに何らかの根拠がエルサルバドル側から示されない

限り、日本政府に承認されないであろうことを理解した。 

７－５両者は確定した設計図書につき入札までは内容を漏らさぬ事を確認した。 

 

 

アネックスリスト 

アネックス－１ 建設予定地図 

アネックス－２ 要請機材リスト 

アネックス－３ 日本の無償資金のスキーム 

アネックス－４ 日本の無償資金のフローチャート 

アネックス－５ 両政府の負担事項 

                                       































































   －37－

 
5. 事業事前計画表（基本設計時） 
                                                                          

1. 案件名 
エルサルバドル共和国ロサレス国立病院復旧計画 
2. 要請の背景(協力の必要性・位置付け) 
2001 年１月と 2 月に、エルサルバドル共和国（以後「エ」国）首都サンサルバドル近郊を

震源地として 3度の地震が発生し、全国 14 県に甚大な被害を与えた。「エ」国は、我が国の無
償資金協力から卒業のレベルに達していたが、我が国は震災後の復興支援の必要性を認め、
2001 年 2 月にプロジェクト形成調査団を派遣した。 同調査のうち保健衛生分野では、調査対
象となった第二次・第三次医療レベルの 10 の国立病院のうち、最大規模のロサレス国立病院
に対する無償資金協力が必要とされた。なお、ロサレス国立病院を除く第二次・第三次被災医
療施設については他の支援機関が支援を開始しており、また一次医療施設については「エ」国
政府自力で整備を進めていることから、ロサレス国立病院のみが復興から取り残されている状
況であった。 
ロサレス国立病院はベルギー政府の援助で 1902 年に開院し、国内唯一の内科系、外科系の

第三次病院として位置づけられている。2001 年のプロジェクト形成調査団派遣時、総病床数
は 400 床程度（被災前は 550 床）に減少しており、特に手術棟は地震被害により全く使用でき
ない状態で、他の棟に仮手術室を設置して対処しているものの、震災前に約 40 件/日の処理能
力があった緊急手術は現在 15 件/日と低下し、24 時間稼動体制でも追い付けていない状況で
あった。施設として被災の程度は一部建物にとどまっているが、築後約 100 年を経過した施設
及び機材の老朽化や、増築を繰り返してきた無秩序な施設配置による医療活動上の非効率性も
大きな問題であることが判明し、支援の必要性は認められた。「エ」国側としては、社会保険
庁病院施設の返還を機に現在二次～三次医療が混在しているロサレス国立病院の機能を整
理・改善するため、既存棟を改築して二次医療を提供し、社会保険庁病院が移転した後の建物
にて三次医療を提供する計画を進めている。これに伴い、震災以来未だに活動に支障をきたし
ている外科を始め、救急及び ICU の改善が必要であるとの認識の下、新棟の建設及びこれに伴
って必要となる医療機材の調達するものであり、外来・救急棟（救急手術は除く）は「エ」国
にて実施するものとしている。 

3. プロジェクト全体計画概要 
（1） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 
   ① ロサレス国立病院の二次～三次医療の混在が明確に分離される。 
   ② 二次医療レベルの手術件数が増加する。 
     裨益対象は首都サンサルバドル首都圏の 140 万人である。 
（2） プロジェクト全体計画の成果 
   ① 旧社会保険庁病院を含む病院全体の施設、機材が整備される。 
   ② 手術部の管理体制が確立される。 
（3） プロジェクト全体計画の主要活動 
   ① 外来･救急棟の建設を本プロジェクト竣工に合わせ建設する。 
   ② 手術棟施設と機材を整備・調達する。 
   ③ 旧社会保険庁病院を専門病院として整備する。 
   ④ 上記施設・機材を使用して活動を実施する。 
（4） 投入(インプット) 

ア（日本国側）：無償資金協力 6.38 億円 
イ（相手国側）： 

（ア） 必要な人員： 医師 22 名、看護婦 9 名の増員 
（イ） 建設資機材： 特になし 
（ウ） 施設・機材の運営・維持管理にかかる経費： 現状と同等 

（5）実施体制 



 

  主管官庁： 保健省 

  実施機関： ロサレス国立病院  

4.無償資金協力案件の内容 

(1) サイト： 「エ」国 サンサルバドル市 

(2) 概要：  ロサレス病院において手術棟施設および機材が整備される。 

(3) 相手国側負担事項： 既存施設の撤去、建設予定地の整地 

(4) 概算事業費 6.42 億円（日本側 6.38 億円 「エ」国側 0.04 億円） 

(5) 工期: 詳細設計入札、期間を含め約 19.0ヵ月の工期を予定 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮：排水処理をしてBOD(生物学的酸素要求量)を

低減する。 

なお、医療廃棄物は現行と同様分別することで

汚染を防止をする。 

5.外部要因リスク(プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの)  

 大規模な自然災害（とくに地震、ハリケーン）が発生しない。  

6.過去の類似案件からの教訓の活用 

 近年類似案件なし  

7.プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案  

(1)  プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標： 

項目 2004 年 2007 年 

計画手術件数 263 件  増加 

 

(2)  その他の成果指標：なし 

 

(3)  評価のタイミング 

   2007 年 3 月以降(施設竣工後) 
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調査名 エルサルバドル国ロサレス国立病院復旧計画

形態
図書・ビデオ

地図・写真等

1 Pais Seguro de 2004-2009（国家政策） 図書 ｺﾋﾟｰ 共和国評議会 2004.04

2 MEMORIA DE LABORES 2003-2004（労働白書） 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 保健省 2004.06

3 Salud Publica en Cifras,1997-2003（衛生統計） 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 保健省 2004.05

9

10

11

12

13

14

15

16

17

8

保健省 2001.12

Propuesta de Reforma Integral de Salud
（総合的保健医療改革答申） 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 保健省 2000.12

7

Marco Conceptual y Operativo para  el
Desarrollo del Sisitema Basico de Salud
Integral(SIBASI) （総合的保健医療システムに関
する概念的枠組みと運用）

図書 ｺﾋﾟｰ

2001.03

4

5

6
Sistemas Basicos de Salud Integral (SIBASI)
Definicion Geografica y Poblacional 2001
（総合的保健医療ｼｽﾃﾑ 地理的定義と人口）

図書 ｺﾋﾟｰ 保健省

2003.03

Plan Estrategico Quinquenal 2004-2009 del
Ministerio de Salud
（保健省５ヶ年戦略）

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 保健省 2004.12

Compendio de Cifras del Financiamiento y Gasto
Nacional en Salud en El Salvador 1996-2001
（経済統計及保健医療分野国家支出要約）

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 保健省

発行年

6.収集資料リスト

番号 名     称 ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発行機関
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7. 自然条件（敷地測量）調査結果 
 
 次頁の敷地測量の内容は、既存施設の位置と地盤の高低（図中の数字）を示す。 
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